原理原則の語り口と情状酌量の語り口 : 現代ベトナム村落における住民討議の構図 by 加藤 敦典











































































































































































は違う生活組織も存在する。Hy V. Luong によれば、ベトナム北部の村落では、1980 年代
末以降、ゾンホ（dong ho）と呼ばれる男性中心主義的な親族集団組織や、女性を中心とし
た仏教会、あるいは同窓会などの自発的結社の活動が活発化し（Luong 2010: Chapter 7）、
場合によっては、それらの組織が政治的な集合行動に人々を動員する基盤となり、汚職幹
部糾弾キャンペーンや、省政府への告発行動などといった「公開対話」（public dialogue）
を生みだすようになっているという（Luong 2010: 246）。 
 しかし、ベトナムの村落における政治過程を理解するうえでは、上述のような国家から
相対的に自律した団体や結社の活動だけでなく、「公式」な政治参加を通じた国家と住民の




























































 T 社は省都から海側に約 10 キロメートルの場所にある。住民はベトナムのマジョリティ
であるキン（Kinh）族である。天水に頼る農業のため農業の生産性はあまり高くない。住
民のほとんどは小規模自営農であり、農業収入における世帯間の格差は顕著ではない。人
口は 6,000 人弱である。 
 ベトナム戦争中、ハティン省はベトナム民主共和国（北ベトナム）の共産党政権に属し
ていた。また、ハティン省はベトナムにおける共産党の発祥の地でもあり、共産党員の比
率が高い。そのなかでも T 社はとくに人口に占める党員の比率が高い（6 パーセント程度）。












主要な場である。T 社には 11 のソムがある。それぞれ、人口は 500 人前後である。私はそ
のうちの H 集落（人口約 500 人、約 150 世帯）でおもに調査をおこなってきた。なお、社
会主義政権以前のソムの性格は地域によって異なる。以下の説明は、あくまで T 社のソム
の説明として理解してもらいたい。 





民用の食料庫に収穫物を納める役目を与えられていた（Vo Quang Trong and Pham Quynh 










































ものである。ベトナム人は「むらの情義」（tinh lang nghia xom）を語るときに、しばしば
このお茶の招きあいを例に挙げる。ここでいう、「むらの情義」を分析的に説明するなら、
「むらの情（tinh lang）」とは身体的な接触の感覚にも近い「個別具体的な親近感」（宮沢 












ったり来たり」（di lai）していなかったという（cf. Malarney 2002: 146）。つまり、近しい
親族や近所同士の互助を越える「むら」の住民同士の助けあいは、自然発生的な日常的慣
行として存在してきたものではなく、やはり、半行政単位として「むら」が縁取りされた






























































みなどが発生している（古田 2000: 189; 中野 2000: 39）。私が調査をしている H 集落でも、






















































et al. 2003: 82）、恣意的な裁量が受益者のミスマッチを生みだしているという批判もある
（World Bank et al. 2003: 83; 坂田 2004: 438; Luong 2010: 225）。 
私の調査した限りでは、H 集落の場合、この方法によっても、絶対的に補助が必要な状
況にある世帯については、毎年、間違いなく選出されているように見られた。他方で「余
り」の部分（たとえば、20 世帯の枠があり、6 世帯が絶対的な貧困世帯ならば、残りの 14
世帯）については、毎年、多分に恣意的な基準で選出していた。H 集落の場合、貧困世帯
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が優先的に選ばれている。ところが、2006 年度と 2007 年度のリストをみると、今後は家
族のなかに入院を必要とする人をかかえた世帯が大量に組み込まれている。これは、2005
年以降、貧困世帯への医療保険カードの無料配布がおこなわれるようになったためである。 














































リストから除外する作業をおこなっている。2005 年のリストから除外された 13 世帯の除
外理由をみると、家庭内暴力、近隣住民とのけんか、過度の飲酒、国家が禁止している華








共産党の「経済社会発展戦略」（Chien Luoc Phat Trien Kinh Te-Xa Hoi 2001 - 2010, Ban 
Chap hanh Trung uong Dang khoa VIII; Chien Luoc Phat Trien Kinh Te-Xa Hoi 

































あるのかがわからない「カフカ的」な状況なのである（Shore and Wright 2011）。ショア
とライトの議論が指摘するように、政策にはその対象となる主体（主題）を構築する作用



















































 これに対して、一般会員からは反論が起きた。「トゥーさんは精神病（benh than kinh）
気味でもある。『お互いを思いやる気持ち』（tuong than, tuong ai［相親・相愛］）があるな















































 プロジェクトの概要は次のとおりである。まず、同じ集落の女性が 10-12 名でひとつの
グループを形成する。2006 年当時、T 社には 35 のグループがあり、376 人が参加していた。




ループ内のミーティングで決定する。一巡目の融資は 150 万ドン（約 1 万 5000 円）で返済
期間は 12 ヶ月、二巡目からは 300 万ドン（約 3 万円）、24 ヶ月となる。利子率は月あたり







































表 1 利子の内訳表 
 












IFADプロジェクト基金 0.3 0.1  0.0625 0.06 0.04 0.4375 
利子積立基金 0.3 0.1     0.6 
貯蓄積立基金  0.1 0.4    0.5 
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The Narrative of Principles and the Narrative of Consideration: A Pattern in 




In contemporary Vietnam, local residents seldom engage in direct criticism of 
the directives of the Communist Party and state policies even when they have 
objections. In political processes at the village level, local people typically endeavor to 
incorporate their political intentions into policy implementation while carefully 
avoiding direct conflicts with the policies of the Party and the state; they do this by 
employing two typical narratives. In the first, which may be termed the “narrative of 
principles,” people claim to apply rules strictly, as if they speak for the Party, the state, 
and international aid agencies. In the second, which may be termed the “narrative of 
consideration,” people simply request consideration given the circumstances of their 
individual cases; in this narrative, counter-policies are neither proposed nor mentioned. 
In general, these two narratives are not directly opposed to each other; local people seek 
points of compromise by manipulating these two narratives. Based on ethnographic 
fieldwork in a village in north central Vietnam, this essay presents three case studies on 
policy discussions among villagers. The case studies concern (1) a debate on the 
selection of beneficiaries for poverty reduction programs, (2) the management of a 
rotating savings and credit association project introduced by an international aid 
agency, and (3) a discussion among members of the Women’s Union in the village 
regarding the provision of support for a fellow villager in difficult circumstances. 
Through these case studies, this essay reveals how these two narratives are entangled. 
This essay suggests that analyzing not only local people’s occasionally intentional 
“misreading” of policies from outside but also their silence regarding such policies can 
enable a wide range of aspects relevant to political processes to be illustrated; allegiance 
and resistance to policies among local people may be seen as part of a language game. 
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